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［
二
〇
一
五
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］

幕
末
明
治
の
「
ア
メ
リ
カ
」
受
容

陶
　
徳

　
民

大
　
川

　
　
真

大
久
保

　
健
晴

　

ペ
リ
ー
来
航
以
降
、
約
百
六
十
年
に
お
よ
ぶ
歴
史
の
な
か
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
は
「
不
思
議
な
関
係
」（
高
坂
正
堯
）
を
築
い
て
き

た
。
日
米
は
激
し
く
敵
対
し
、
核
兵
器
ま
で
使
用
し
た
凄
惨
な
戦
争

を
経
験
し
な
が
ら
、
両
国
の
政
府
は
「
世
界
の
な
か
で
最
も
重
要

な
二
国
間
関
係
」
と
公
言
し
て
憚
ら
な
い
ほ
ど
の
同
盟
関
係
を
構
築

し
て
き
た
。
近
年
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
安
全
保
障
政
策
の
問
題
か
ら
日
米
関
係

を
よ
り
一
層
強
固
に
し
よ
う
と
す
る
様
々
な
政
治
的
な
動
き
が
あ
る

が
、
賛
否
の
別
な
く
情
緒
的
な
意
見
が
先
行
し
て
い
る
。
今
こ
そ
学

問
的
・
理
性
的
に
日
米
関
係
史
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る

が
、
政
治
史
・
外
交
史
研
究
か
ら
の
蓄
積
は
厚
い
も
の
の
、
思
想
史

か
ら
の
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

　

本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
二
つ
の
発
表
を
通
じ
て
幕
末
明
治
の

「
ア
メ
リ
カ
」
受
容
を
考
察
し
た
。
は
じ
め
に
「
幕
末
明
治
の
リ
ン

カ
ン
受
容
」
と
題
し
て
陶
徳
民
が
発
表
し
た
。

　

報
告
者
が
リ
ン
カ
ン
（
一
八
〇
九
─
一
八
六
五
）
に
関
心
を
抱
い
た

の
は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州 Bridgew

a-
ter State College

（
伊
沢
修
二
の
派
遣
留
学
先
）
の
助
教
授
を
務
め
て

い
た
際
、
同
僚
の T

hom
as T

urner 

教
授
の
影
響
を
受
け
た
か
ら

で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
七
月
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
開
か
れ
る

リ
ン
カ
ン
生
誕
二
〇
〇
周
年
を
記
念
し
世
界
各
地
に
波
及
し
た
そ
の

影
響
を
検
証
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
が
、
報
告
者

は
由
緒
の
あ
る
明
星
大
学
「
東
京
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
所
蔵

の
豊
富
な
資
料
を
利
用
し
て
参
加
報
告
を
書
い
た
（
会
議
論
文
集 T

he 
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39　幕末明治の「アメリカ」受容

G
lobal Lincoln 

は
既
刊
）。

　

リ
ン
カ
ン
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
立
身
出
世
と
リ
ー
ダ
ー
精
神
）
や
政
治

理
念
（
民
主
主
義
と
人
種
差
別
撤
廃
）
は
、
近
代
日
本
の
人
々
に
深
い
影

響
を
及
ぼ
し
た
が
、
関
連
研
究
が
不
十
分
で
あ
る
。
リ
ン
カ
ン
の
精

神
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
同
時
代
の
「
西
学
東
漸
」
潮
流
に
お

い
て
イ
ギ
リ
ス
主
導
の
大
西
洋
・
イ
ン
ド
洋
経
由
の
ル
ー
ト
に
対
し
、

ア
メ
リ
カ
発
の
太
平
洋
経
由
の
ル
ー
ト
も
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
の
蒸
気
船
が
も
た
ら
し
た
電
信
・
鉄
道
の
模
型

が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
先
進
技
術
が
地
球
を
丸
く
さ
せ
、

東
西
の
人
々
を
繫
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

の
大
統
領
執
務
室
に
常
備
し
て
い
た
『
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記
』

や
大
陸
横
断
鉄
道
ル
ー
ト
探
査
記
な
ど
の
議
会
文
書
が
、
日
本
に
及

ぶ
「
西
進
運
動
」
に
対
す
る
リ
ン
カ
ン
の
強
い
関
心
を
物
語
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
南
北
戦
争
中
に
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説
や
奴
隷
解
放

宣
言
を
敢
行
し
た
そ
の
決
断
に
、
鉄
道
枕
木
を
作
る
労
働
者
、
水
夫
、

測
量
士
、
郵
便
配
達
人
な
ど
社
会
底
辺
部
で
の
職
業
遍
歴
の
体
験
が

あ
っ
た
。
正
に
そ
の
リ
ン
カ
ン
が
両
都
両
港
開
市
開
港
の
延
期
を
求

め
る
将
軍
家
茂
に
対
し
て
、“Great and good friend” 

と
い
う
対

等
の
呼
称
で
始
ま
る
返
事
を
し
、
ま
た
執
務
室
で
元
漂
流
民
の
ジ
ョ

ン
・
ヒ
コ
（
濱
田
彦
蔵
）
と
握
手
し
日
本
事
情
に
関
す
る
多
く
の
質

問
を
し
た
。
リ
ン
カ
ン
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
家
茂
は
米

国
代
理
公
使
を
通
じ
て “the profound sentim

ents of pain” 

と

の
弔
意
を
表
し
、
ヒ
コ
は
い
ち
早
く
『
海
外
新
聞
』
で
報
じ
た
こ
と

は
、
そ
の
人
格
に
感
化
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
横
浜
開
港
以
降
の

四
半
世
紀
中
、
来
日
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
三
百
余
名
の
大
半
が

ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、
バ
ラ
塾
で
入
信
し
内
村
鑑
三
の
後
任
と
し
て

北
越
学
館
の
教
頭
を
務
め
た
松
村
介
石
が
、
一
八
八
九
年
『
立
志
の

礎
』
の
続
き
で
翌
年
に
『
阿
伯
拉
罕
倫
古
龍
』
と
い
う
最
初
の
リ
ン

カ
ン
伝
記
を
出
し
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
度
重
な
る

増
刷
と
再
版
を
さ
れ
た
こ
の
伝
記
は
、
森
有
礼
暗
殺
や
内
村
「
不
敬

事
件
」
な
ど
と
共
に
、
明
治
中
期
の
教
育
界
・
宗
教
界
で
ピ
ー
ク
に

達
し
た
ア
メ
リ
カ
の
影
響
と
そ
れ
へ
の
反
発
の
象
徴
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
一
九
〇
三
年
の
国
定
『
小
学
修
身
書
』
に
盛
り
込
ん
だ
リ
ン
カ

ン
物
語
は
そ
の
余
波
と
言
え
よ
う
。

　

続
い
て
、
幕
末
明
治
で
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
制
度
面
で

ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
、
と
り
わ
け
代
議
制
度
や
首
相
公
選

制
に
対
す
る
理
解
を
テ
ー
マ
に
「「
決
め
方
」
の
思
想
史

─
幕
末

の
ア
メ
リ
カ
体
験
を
中
心
に
」
と
題
し
て
大
川
真
が
発
表
し
た
。

　

日
本
の
民
主
主
義
の
導
入
の
歴
史
は
第
二
次
大
戦
後
か
ら
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。
本
報
告
は
か
か
る
通
念
と
は
決
別
し
、
幕
末
明
治

期
の
日
本
で
民
主
主
義
に
関
わ
る
制
度
や
思
想
が
ど
の
よ
う
に
受
容

さ
れ
た
の
か
、
特
に
議
会
政
治
の
根
幹
を
な
す
、
意
見
集
約
の
方
法

（「
決
め
方
」）
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
か
に
焦
点
を
絞
り
論
じ
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た
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
幕
末
明
治
期
に
お
い
て
議
会
制
に
関
し
て
は
イ
ギ
リ
ス

の
上
院
下
院
制
が
い
ち
早
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
議
決
の
方
法
や

代
表
選
出
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
紹
介
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
が

紹
介
さ
れ
る
の
は
新
興
の
共
和
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
の
記

述
で
あ
る
。
報
告
者
が
特
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、『
海
国
図
志
』

の
「
和
解
本
」
で
あ
る
。
単
に
訓
点
を
施
し
た
も
の
と
異
な
り
、
漢

語
に
和
語
の
ル
ビ
で
あ
て
て
お
り
、
西
洋
由
来
の
様
々
な
政
治
用
語

を
ど
の
よ
う
に
日
本
語
訳
し
て
い
っ
た
の
か
を
つ
ぶ
さ
に
窺
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
正
木
鶏
窓
（
篤
）『
美
理
哥
国
総
記
和
解
』

（
一
八
五
四
年
刊
）
も
当
時
流
布
し
た
代
表
的
な
和
解
本
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
議
会
政
治
や
大
統
領
制
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
で

注
目
す
べ
き
は
、
議
員
は
多
数
決
制
に
よ
る
議
決
を
メ
イ
ン
に
す
る

の
で
は
な
く
、「
評
議
」
を
役
割
と
し
て
い
る
と
い
う
正
木
の
理
解

で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
は
明
六
社
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
神
田
孝
平
に

も
共
通
し
、
神
田
は
『
中
外
新
聞
』
一
八
六
八
年
四
月
二
七
日
号
に

発
表
し
た
「
江
戸
市
中
改
革
仕
方
案
」
に
お
い
て
、
議
決
に
際
し
て

は
代
表
者
に
よ
る
評
議
を
行
っ
た
上
で
、
全
会
一
致
に
よ
る
決
定
に

正
当
性
を
見
出
す
。
全
会
一
致
を
ベ
ー
ス
に
し
た
議
会
政
治
は
未
成

熟
な
も
の
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
全

員
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め
に
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
履

行
や
熟
議
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
歴
史
的
に
有
し
て
き
た
の
も
事
実

で
あ
る
。

　

最
後
に
両
報
告
を
受
け
て
、
大
久
保
健
晴
が
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

黒
船
来
航
以
来
の
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
顧
み
た
と
き
、
興

味
深
い
の
は
、
一
八
六
〇
年
代
中
葉
よ
り
一
時
期
、
日
本
の
政
治
外

交
の
表
舞
台
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
影
が
消
え
た
（
よ
う
に
見
え
る
）
こ

と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
は
、
近
代
国
家
の
モ
デ
ル
国
と

し
て
、
明
治
日
本
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
が
再
び
大
き
な
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
は
、
門
戸
開

放
・
機
会
均
等
を
掲
げ
、
西
欧
列
強
と
日
本
が
鎬
を
削
る
中
国
の
分

割
に
介
在
す
る
、
二
〇
世
紀
初
頭
で
あ
る
。
こ
の
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、

も
は
や
一
九
世
紀
半
ば
の
、
い
ま
だ
開
拓
す
べ
き
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が

残
る
世
界
の
片
田
舎
の
国
で
は
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
黄
昏
か

ら
満
州
事
変
、
日
米
開
戦
へ
と
至
る
そ
の
後
の
歴
史
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
ペ
リ
ー
来
航
後
、
一
八
六
〇
年
代
中
葉
か
ら
「
ア
メ
リ
カ

の
世
紀
」
の
出
発
点
で
あ
る
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
約
四
十
年
の
空

白
を
ど
う
捉
え
る
か
。
こ
れ
は
日
米
関
係
史
の
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。

　

こ
の
空
白
の
原
因
こ
そ
、
一
八
六
〇
年
の
リ
ン
カ
ン
大
統
領
就
任

と
、
南
北
戦
争
勃
発
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
争
終
結
後
、
先
進
的
な

工
業
国
に
成
長
し
、
西
へ
西
へ
と
開
拓
を
進
め
た
ア
メ
リ
カ
が
、
そ

の
先
に
見
据
え
た
の
が
極
東
ア
ジ
ア
で
あ
り
中
国
で
あ
っ
た
。
一
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41　幕末明治の「アメリカ」受容

九
一
一
年
成
立
の
中
華
民
国
は
、
ア
メ
リ
カ
で “Sister Republic” 

と
歓
迎
さ
れ
た
（
北
岡
伸
一
『
門
戸
開
放
政
策
と
日
本
』）。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
リ
ン
カ
ン
を
取
り
上
げ
た
陶
報
告
、
共
和
政
体
と
民
主

主
義
を
論
じ
た
大
川
報
告
は
、
と
も
に
日
米
関
係
史
の
空
白
を
埋
め

る
貴
重
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

　

以
上
の
問
題
関
心
か
ら
、
陶
報
告
に
は
第
一
に
、
明
治
期
の
リ
ン

カ
ン
受
容
と
東
洋
思
想
の
連
関
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
例
え
ば
一
八

九
〇
年
に
松
村
介
石
が
著
し
た
日
本
初
の
リ
ン
カ
ン
伝
。
そ
こ
で
強

調
さ
れ
る
の
は
、
民
主
主
義
の
政
治
理
念
な
ど
で
は
な
く
、
天
の
御

心
を
奉
戴
し
、
徳
を
涵
養
し
、
立
身
出
世
す
る
リ
ン
カ
ン
の
姿
で
あ

る
。
奴
隷
制
は
「
天
理
人
道
に
悖
る
」。
後
に
松
村
は
「
儒
教
的
キ

リ
ス
ト
教
」
を
唱
え
、
彼
が
設
立
し
た
日
本
教
会
・
道
会
に
は
大
川

周
明
も
携
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、『
西
国
立
志
編
』
で
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

を
紹
介
し
た
中
村
敬
宇
と
重
な
る
。
そ
の
意
味
で
リ
ン
カ
ン
受
容
は
、

近
代
日
本
に
お
け
る
儒
学
の
一
応
用
形
態
と
言
え
な
い
か
。

　

二
点
目
は
、
リ
ン
カ
ン
神
話
と
の
関
連
で
あ
る
。
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ

氏
の
研
究
（Barry Schw

artz, A
braham

 Lincoln and the Forge of
　

N
ational M

em
ory

） 

等
に
よ
れ
ば
、
リ
ン
カ
ン
の
生
涯
は
六
五
年
の

暗
殺
に
よ
り
物
語
化
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
世
紀
初
頭
、
Ｔ
・
ロ
ー 

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
ら
の
手
で
、
世
界
に
冠
た
る
帝
国
ア
メ
リ
カ
の

国
民
的
英
雄
と
し
て
神
格
化
さ
れ
て
い
く
。
実
際
、
一
九
〇
二
年
に

リ
ン
カ
ン
記
念
堂
建
設
が
計
画
さ
れ
、
〇
九
年
に
生
誕
百
周
年
式
典

が
催
さ
れ
た
。
他
方
日
本
で
は
、
一
九
〇
三
年
の
国
定
『
高
等
小
学

修
身
書
』
で
リ
ン
カ
ン
の
事
績
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
日
露
戦
争

を
挟
ん
で
〇
九
年
の
改
訂
版
で
は
、
リ
ン
カ
ン
の
名
は
消
え
、「
忠

君
愛
国
」
が
前
面
に
出
る
。
こ
れ
は
一
見
対
極
的
だ
が
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
強
化
と
い
う
点
で
、
両
国
は
同
じ
方
向
を
向
く
。
そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
で
黄
禍
論
が
巻
き
起
こ
り
排
日
移
民
法
が
可
決
さ
れ
る
と
、

リ
ン
カ
ン
に
親
し
ん
で
き
た
新
渡
戸
稲
造
は
、
二
度
と
ア
メ
リ
カ
の

土
は
踏
ま
な
い
と
怒
り
を
示
し
た
。
こ
の
日
米
関
係
の
転
換
点
に
お

け
る
、
非
対
称
的
な
リ
ン
カ
ン
物
語
の
行
方
に
つ
い
て
、
陶
会
員
の

見
解
を
尋
ね
た
。

　

大
川
氏
に
は
第
一
に
、
報
告
で
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
、
連
邦
制
と

地
方
自
治
、
及
び
『
分
権
論
』
を
通
じ
た
福
沢
諭
吉
に
よ
る
「
ア

メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
ト
ク
ヴ
ィ
ル
）
と
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
こ
そ
東
ア
ジ
ア
の
「
封
建
」

「
郡
県
」
に
関
わ
る
（
中
田
喜
万
「
政
治
学
か
ら
み
た
「
封
建
」
と
「
郡

県
」」）、
明
治
初
年
の
「
ア
メ
リ
カ
受
容
」
の
中
心
的
課
題
で
は
な

か
っ
た
か
。
第
二
の
論
点
と
し
て
、
報
告
の
中
で
強
調
さ
れ
た
よ
う

に
、
確
か
に
日
本
で
も
古
代
よ
り
全
会
一
致
の
他
、
多
数
決
や
統
裁

合
議
な
ど
の
意
見
集
約
の
伝
統
が
存
在
し
た
。
だ
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

は
、「
決
め
方
」
の
問
題
の
み
に
還
元
さ
れ
な
い
。
問
わ
れ
る
べ
き

は
、
開
国
以
降
、
議
会
制
導
入
に
際
し
、
ど
の
よ
う
な
伝
統
的
資
源

が
い
か
に
活
用
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
田
勉
氏
が
解
明
す
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る
会
読
の
伝
統
か
。
水
谷
三
公
氏
が
指
摘
す
る
江
戸
の
入
札
の
制
度

か
。
寺
院
に
お
け
る
「
多
分
の
義
」
か
。
あ
る
い
は
利
光
三
津
夫
氏

が
説
く
町
方
・
村
方
社
会
の
寄
合
決
議
の
方
法
か
。
さ
ら
に
そ
こ
で

求
め
ら
れ
た
の
は
真
理
の
探
究
か
、
利
益
の
調
整
か
、
敵
対
勢
力
か

ら
の
権
力
奪
取
か
、
全
体
的
な
秩
序
の
安
定
か
、
議
論
を
行
っ
た
。

 

（
陶
徳
民
・
関
西
大
学
教
授
）

 

（
大
川
真
・
吉
野
作
造
記
念
館
館
長
）

 
（
大
久
保
健
晴
・
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
）
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